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言
う
ま
で
も
な
く
「
と
は
ず
が
た
り」
は、
通
例、
後
深
草
院
二
条
と
呼
ば
れ
て
い
る
女
性
の
作
で
あ
る。
成
立
は、
断
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も、
花
園
天
(
1
)
 
皇
の
正
和
二
年
（
一
、
三
一
三
）
以
前
の
事
と
考
え
ら
れ
て
い
る。
も
し、
こ
の
年
と
す
れ
ば
作
者
五
十
六
オ
の
時
と
い
う
事
に
な
ろ
う。
こ
こ
に
到
る
ま
で
の、
約
百
年
間
の
時
代
様
相
に
つ
い
て、
初
め
に
一
応
簡
単
に
見
て
置
こ
う。
増
鏡
に
も
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
通
り、
か
の
「
承
久
の
変
」
で、
倒
幕
の
挙
に
大
敗
し
て、
後
鳥
羽
院
は
隠
岐
へ
、
順
徳
院
は
佐
渡
へ
、
土
御
門
院
は
阿
波
へ
遠
流
と
さ
れ
た。
の
ち
鎌
倉
幕
府
執
権
は
熟
慮
の
末、
後
堀
河
•
四
条
の
天
皇
を
立
て
た。
が、
意
外
に
も
幼
い
四
条
帝
の
急
死
に
よ
っ
て、
又
も
一
頓
挫
を
し
て
し
ま
い、
次
に
は
後
嵯
峨
帝
が
至
尊
の
位
に
つ
い
た
の
で
あ
っ
た。
こ
の
為、
後
嵯
峨
は
幕
府
の
意
向
に
全
く
異
を
唱
え
ず、
至
っ
て
柔
順
で
あ
り
何
ら
見
る
所
の
な
い
数
年
間
で
あ
っ
た
が、
こ
の
前
か
ら
西
園
寺
実
氏
（
太
政
大
臣）
は
幕
府
の
信
任
も
厚
く、
着
々
と
地
歩
を
築
き
続
け
て
居
り、
長
女
拮
子
を
皇
后
と
し
て
入
内
さ
せ
、
こ
こ
に
後
深
草
・
亀
山
二
帝
の
生
誕
を
見
て、
ま
す
ま
す
政
界
に
重
き
を
な
し
た。
は
じ
め
に
「
と
は
ず
が
た
り」
の
時
代
と
人
物
や
が
て、
帝
位
は
四
オ
の
後
深
草
に
譲
ら
れ、
次
女
公
子
は
こ
の
後
深
草
の
后
と
し
て
入
内
し
た。
こ
れ
が
「
と
は
ず
が
た
り」
の
中
で
有
名
な
東
二
条
院
で
あ
り、
作
者
か
ら
見
れ
ば
恰
も
源
氏
物
語
中
の
弘
徽
殿
の
悪
后
の
よ
う
な
存
在
の
女
性
で
あ
る。
処
で、
後
嵯
峨
院
は、
こ
の
後
深
草
か
ら
亀
山
の
両
帝
の
治
政
に
掛
け
て、
ず
っ
と
実
に
廿
八
年
も
の
長
い
間、
院
政
を
続
け
た
の
で
あ
る
が、
後
深
草
の
や
や
虚
弱
で
体
格
も
小
柄、
心
理
的
に
も
内
向
的
な
人
間
性
よ
り
も、
む
し
ろ
亀
山
帝
の
や
や
豪
毅
で
強
壮、
気
骨
の
あ
り
そ
う
な
人
柄
の
方
を
愛
し
て
い
た
物
ら
し
い。
こ
れ
は
大
宮
院
（
拮
子）
も
同
じ
考
え
だ
っ
た
様
子
で、
後
嵯
峨
院
の
崩
御
後
に、
幕
府
が
わ
ざ
わ
ざ、
こ
の
点
を
大
宮
院
に
確
か
め
た
り
し
た
事
を、
増
鏡
で
は
記
し
て
い
る
程
で
あ
る。
こ
の
よ
う
な
意
向
が
あ
っ
た
為、
亀
山
帝
即
位、
そ
し
て
譲
位
後
は
後
深
草
の
予
期
に
反
し
て
そ
の
皇
子
は
立
坊
で
き
ず、
や
は
り
大
覚
寺
統
の
後
宇
多
が
立
坊
し
即
位、
亀
山
帝
の
院
政
が
そ
の
ま
ま
続
い
た。
作
者
二
条
が
生
れ
た
正
嘉
二
年
（
一
、
二
五
八
）
は、
後
深
草
が
退
位
し、
亀
山
帝
即
位
の
丁
度
一
年
前
の
年
に
当
っ
て
い
る。
又、
作
者
は
九
オ
の
時、
西
行
の
修
行
物
語
を
見
て
い
た
く
感
銘
し
た
と
言
っ
て
い
る
が、
こ
の
年
（
文
永
三
年）
は
鎌
倉
の
将
軍
宗
尊
頭
が
廃
さ
れ、
代
っ
て
そ
の
子
惟
康
王
を
新
将
軍
と
し
た
事
件
が
あ
り
文
河
北
騰
-1-
永
五
年
に
は
蒙
古
の
使
者
が
国
書
を
齋
ら
す
騒
ぎ
も
あ
り、
幕
府
で
は
少
壮
の
北
条
時
宗
を
執
権
に
し
て、
難
局
の
対
処
に
当
ら
せ
る
と
い
う
世
相
に
な
っ
て
い
た。
（
こ
の
年、
後
嵯
峨
院
の
五
十
オ
の
賀
は、
こ
の
蒙
古
の
事
に
よ
り
中
(
2)
 
止
と
な
っ
た
が、
こ
の
件
は
私
も
前
稿
に
於
い
て、
少
し
く
言
及
し
た。）
二
条
が
十
四
オ
の
正
月
に、
初
め
て
後
深
草
の
愛
を
受
け
た
の
は、
上
述
の
よ
う
に
亀
山
帝
の
時
代
で、
後
深
草
に
は
何
の
実
権
も
な
く、
極
め
て
不
遇
無
柳
で
あ
り、
不
満
の
多
い
時
期
で
あ
り、
年
表
に
拠
れ
ば
雪
の
曙
こ
と、
藤
原
実
兼
の
権
大
納
言
昇
任
は一
ヶ
月
後
の
事
で
あ
っ
た。
宮
廷
で
は
亀
山
院
が
退
位
後
も
長
く
院
政
を
続
け
た
い
と
の
意
向
か
ら、
「
後
院」
を
設
置、
後
院
別
当
を
任
命
し
政
権
の
長
期
安
定
を
計
る
為
の
方
策
が
あ
り、
持
明
院
統
の
後
深
草
の
不
満
が
昂
じ、
憤
慨
の
余
り
幕
府
に
対
し、
院
の
尊
号
も
兵
佼
も
返
し
て
し
ま
う
と
の
強
い
意
志
表
示
に
出
た
為、
困
却
し
た
幕
府
は
皇
子
（
伏
見
帝）
を
次
の
東
宮
に
立
て
る
と
の
申
入
れ
を
し
て、
漸
く
後
深
草
の
怒
り
を
解
い
こ。こ
れ
よ
り
少
し
先、
文
永
十一
年
に
は
第一
回
の
蒙
古
の
来
襲
が
あ
り、
辛
う
じ
て
台
風
に
よ
り
国
難
は
救
わ
れ
た。
こ
れ
が
同
年
十
月
廿
日
の
事
で
あ
る。
後
深
草
が、
実
妹
の
前
斎
宮
憔
子
と
契
っ
た
の
は、
そ
の
十一
月
初
頭
の
事
実
で
あ
る。
蒙
古
の
再
度
の
来
襲
は
弘
安
四
年
（一
、
二
八
一
）
閏
七
月
で、
防
戦
に
朝
野
を
挙
げ
て
懸
命
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が、
作
者
は
廿
四
オ、
「
有
明
の
月」
の
子
を
学
り、
そ
の
秘
密
を
知
っ
た
後
深
草
に、
生
れ
る
子
を
引
渡
せ
と
言
わ
れ
て
そ
れ
に
従
う、
と
い
っ
た
恰
も
別
世
界
の
如
き
事
実
が
語
ら
れ
る
の
も、
同
じ
年
の
初
秋
八
月
初
で
あ
る。
例
の
「
北
山
准
后
九
十
の
賀」
は、
増
鏡
に
も
「
と
は
ず
が
た
り」
に
も
至
っ
て
詳
し
い
が、
こ
れ
は
作
者
の
廿
八
オ
の
こ
と。
後
宇
多
帝
が
廿一
オ
で
譲
位、
伏
見
帝
の
即
位
と
な
り、
待
ち
か
ね
て
い
た
後
深
草
が
漸
く
院
政
を
開
始
し
た
の
は
正
応
元
年
で、
こ
の
時
作
者
は
舟一
オ
だ
が、
突
如
と
し
て
出
家
を
敢
行
し
た
ら
し
く
（
こ
の
点
は
後
述
す
る）、
又、
永
福
門
院
の
入
内
も、
後
醍
醐
帝
の
生
誕
も
こ
の
年
で
あ
っ
た。
亀
山
院
の
陰
謀
か
と
さ
れ
る
浅
原
為
頼
の
乱
入
事
件
は
正
応
三
年
で、
こ
れ
は
増
鏡
な
ど
に
詳
記
さ
れ
て
い
る。
翌
年、
実
兼
は
太
政
大
臣
と
な
る
が、
前
記
の
両
皇
統
の
帝
位
継
承
は、
依
然
と
し
て
紛
糾
し、
後
伏
見、
そ
の
退
位、
後
二
条
（
大
覚
寺
統）、
そ
の
退
位、
花
園
帝
（
持
明
院
統）
と
な
り、
次
に
又
も
大
覚
寺
統
の
後
醍
醐
帝
と
な
り、
そ
し
て
あ
の
忌
わ
し
い
「
正
中
の
変」、
更
に
は
そ
れ
が
序
曲
と
な
っ
て、
南
北
朝
の
一
大
抗
争
が
繰
り
展
げ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
（
鰐
豆
窪
麟
咋
咲っ
碕）。
作
者
が
七
十
オ
ま
で
の
寿
命
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て、
大
要
右
の
よ
う
な
の
が、
約
百
年
間
の
史
実
で
あ
り、
私
た
ち
は、
あ
の
長
く
て
陰
惨
で
不
幸
な
南
北
朝
抗
争
史
の、
そ
の
前
夜
を
生
き
た
の
が、
こ
の
作
者
二
条
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
て
見
た
い
と
思
う。
こ
の
よ
う
な
史
的
背
景
や
世
相
を
頭
に
入
れ
な
が
ら、
次
に
は
「
と
は
ず
が
た
り」
に
登
場
す
る
主
要
人
物、
即
ち、
後
深
草
院
二
条
貧
戸
こ〗
麟）
・
後
深
草
院
・
有
明
の
月
・
雪
の
曙
に
つ
い
て、
そ
の
人
間
描
写
等
を
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
見
た
い。
二
条
の
人
物
論
に
つ
い
て
は、
早
く
富
倉
徳
次
郎、
次
田
香
澄、
松
本
寧
至、
井
上
宗
雄、
福
田
秀一
、
標
宮
子
の
各
氏
ら
の
詳
し
い
考
察
が
あ
り、
そ
れ
ぞ
れ
秀
れ
た
見
解
が
示
さ
れ
て
い
て、
今
さ
ら
贅
言
を
加
え
る
に
も
及
ば
な
い
程
で
あ
る。
し
か
し
な
が
ら、
私
は
今
ま
で
の
微
細
な
歴
史
物
語
研
究
の
歩
み
に
於
て、
そ
の
中
の
増
鏡
が、
実
は
こ
の
「
と
は
ず
が
た
り」
を
重
要
な
資
(
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料
と
し
て
多
く
の
部
分
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
知
っ
た
の
だ
が、
そ
、
、
の
時
か
ら、
歴
史
物
語
が、
こ
の
日
記
文
学
作
品
を
資
料
に
す
る
と
い
う
我
が
一
、
作
者
二
条
に
つ
い
て
-2-
七`
国
の
歴
史
物
語
の
あ
り
方
に、
強
い
学
問
的
興
味
を
抱
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た。
よ
っ
て、
こ
の
作
品
を
じ
っ
く
り
読
み
返
し、
考
え
つ
め
て
右
の
問
題
を
も
解
き
明
か
し
て
見
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る。
さ
て、
二
条
は
前
述
の
通
り
正
嘉―一
年
（一
、
二
五
八）
の
生
れ。
父
は
大
納
言
久
我
雅
忠、
母
は
前
大
納
言
藤
原
隆
親
の
娘（
鱈
霜
麟
紐
虹
ぃ）
で
あ
っ
た。
不
幸、
母
に
は
ニ
オ
で
死
別、
四
オ
で
後
深
草
に
目
を
掛
け
ら
れ
て
宮
中
生
活
を
始
め
た
事
は、
作
品
中
に
明
か
で
あ
る。
そ
し
て
十
四
オ
の
正
月
早
、々
院
に
操
を
捧
げ
た
と
あ
る
が、
後
述
の
実
兼
は
初
恋
の
人
で
あ
っ
た
ら
し
い。
先
ず、
彼
女
は
頗
る
美
貌
で
容
姿
も
端
麗
な、
教
養
も
豊
か
そ
う
な
気
品
あ
る
女
性
で
あ
っ
た
よ
う
だ。
こ
の
点
は、
宮
中
生
活
で
の
様
々
な
事
柄
を
記
し
た
巻一
、
二、
三
の
中
に
は
勿
論、
出
家
後
の
尼
姿
で
の
遍
歴
生
活
を
記
し
た
巻
四、
五
の
中
で
も、
彼
女
の
赴
く
先
々
で、
多
く
の
男
た
ち
が
近
付
き
に
な
る
事
を
求
め
た
り、
親
交
を
結
び
た
が
っ
た
り
す
る
所
か
ら
も、
明
ら
か
で
あ
る。
し
か
し、
一
見
愛
嬌
ゆ
た
か
で
脆
そ
う
な
感
じ
も
あ
っ
て、
そ
こ
が
美
貌
ま
で
端
麗
・
気
品
と
相
侯
っ
て、
男
好
き
の
す
る
女
性
で
も
あ
っ
た
ら
し
い。
そ
れ
に
加
え、
村
上
帝
の
皇
子
具
平
謬
の
子
源
師
房
か
ら
数
え
て
八
代
目
と
、
、
、
、
い
う、
彼
女
の
所
謂
竹
園
八
代
の
一
門
と
い
う
意
識
は
人一
倍
強
烈
で
あ
り、
家
門
の
高
さ
か
ら
す
る
誇
り
は
甚
だ
強
か
っ
た。
従
っ
て、
ど
だ
い
女
房
な
ど
の
身
分
で
の
宮
仕
え
等
は、
容
認
で
き
な
い
家
柄
な
の
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
こ。一
方、
オ
智
の
面
で
は、
先
ず
和
歌
の
オ
は
な
か
な
か
の
物
で
あ
り、
臨
機
に
甚
だ
即
妙
に
詠
歌
し
応
答
し
て
い
る
が、
絶
世
の
閾
秀
歌
人
と
い
う
程
で
は
な
く、
又、
沈
思
苦
吟
型
の
（
増
鏡
に
見
る
宮
内
卿
の
よ
う
な）
思
索一
途
の
歌
人
で
も
な
か
っ
た。
音
楽
の
オ
で
は、
幼
少
時
か
ら
翌
練
を
積
ん
だ
琵
琶
の
腕
は
相
当
な
物
で
あ
り、
（
譴
謬）
両
院
の
源
氏
物
語
遊
び
の
盛
儀
で
は、
明
石
上
を
割
当
て
ら
れ
た
程
で
あ
る。
唯、
性
質
と
し
て
は、
一
見
し
て
清
楚
・
清
純
で
あ
る
よ
う
だ
が、
そ
の
実、
宮
廷
で
は
至
っ
て
多
情
好
色
に
走
る
所
が
あ
り、
衝
動
的
な
挙
に
出
て
奔
放、
淫
侠
な
面
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。
そ
し
て
成
り
行
き
上、
平
然
と
嘘
や
偽
り
を
述
べ
て
押
し
通
し、
や
や
偽
善
的
な
言
動
を
も
憚
ら
ぬ
点
も
伺
わ
れ
る。
例
え
ば、
実
兼
と
の
子
が
六
ヶ
月
で
あ
る
の
を、
院
の
子
で
四
ヶ
月
で
す
と
奏
上
し、
さ
て
生
れ
た
子
は
死
産
で
し
た
と
奏
上
し
て、
五
体
健
全
な
其
の
子
を
実
兼
の
正
室
の
所
で
育
て
る
べ
く
引
取
ら
せ
る
所
な
ど。
勿
論、
彼
女
を
し
て
こ
の
様
に
淫
侠、
奔
放、
偽
善
的
な
態
度
に
赴
か
せ
た
の
は、
後
深
草
院
の
誠
意
の
な
い
愛、
信
じ
切
れ
な
い
彼
女
へ
の
態
度
な
ど
に
よ
る
強
い
心
理
的
・
肉
体
的
不
満
の
表
れ
で
あ
ろ
う
故、
そ
の
欲
求
不
満
を
強
ち
に
譴
責
す
る
の
は
当
る
ま
い。
作
者
が
数
多
く
の
男
た
ち
と
の
恋
愛
や
愛
欲
の
淵
に
の
め
り
込
ん
で
行
き、
あ
さ
ま
し
い
性
愛
の
様
々
を
展
胴
す
る
の
が
前
半
の
三
巻
で、
こ
れ
を
端
的
に
宮
中
編、
愛
欲
編
な
ど
と
呼
ぶ
向
き
も
あ
る
が、
二
条
は
其
の
様
な
背
徳
的
な
行
い
や
不
倫
を
語
る
際
も、
厳
し
い
自
己
反
省
や
悔
悛
の
念
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
の
は、
特
徴
的
な
点
で
あ
ろ
う。
無
論、
相
手
が
帝
や
院、
最
高
貴
族
で
あ
る
場
合、
そ
の
暴
力
的
な
求
愛
を
拒
み
切
れ
な
い
事
は
当
時
の
実
情
で
あ
ろ
う。
し
か
し、
二
条
の
場
合、
こ
う
い
う
危
機
に
は
大
抵
が、
「
例
の
心
弱
さ
は」
と
言
っ
て、
そ
れ
を
受
入
れ、
又
「
わ
が
咎
な
ら
ぬ
誤
り」
乃
至
は
「
わ
が
過
ち
に
あ
ら
ね
ど」
を
頻
発
し
て、
自
己
弁
護
を
計
っ
て
い
る。
そ
れ
は、
決
し
て
私
の
過
失
で
な
く、
天
命
の
如
き
も
の
で、
不
可
抗
力
な
事
の
次
第
で
あ
っ
た
の
だ、
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ、
読
者
に
訴
え
た
い
様
で
あ
る。
こ
う
い
う
考
え
方
で
あ
り
な
が
ら、
片
方
で
例
え
ば、
院
と
実
妹
橙
子
と
の
情
交
の
手
引
を
し
た
後、
そ
の
一
部
始
終
を
傍
ら
で
聞
き
耳
立
て
て
知
ろ
う
と
-3-
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し
た
り、
「
扇
の
女」
「
さ
さ
が
に
の
女」
（
鰐
罰
立）
と
院
と
の
出
会
い
を
確
か
に
聞
き
知
っ
て、
そ
の
感
想
を
作
品
に
書
き
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る。
こ
れ
を
し
も、
院
の
不
誠
実
な
愛
情
へ
の
復
讐
の
表
れ
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か、
疑
問
で
あ
る。
要
は
二
条
の
倫
理
観
の
問
題
で
あ
る
と
思
う。
0
0
作
者
二
条
は、
多
く
の
男
達
に
同
時
的
に
愛
さ
れ
た
事
を、
ま
る
で
誇
り
に
思
い、
誇
ら
し
げ
に
回
想
し
記
述
す
る
と
い
う
面
が
あ
る。
こ
の
作
品
は、
日
記
文
学
と
は
言
う
も
の
の、
そ
の
実
は
虚
構
意
識
も
か
な
り
強
く、
作
者
に
よ
(
4)
 
る
事
実
や
描
写
の
改
変
は
相
当
に
多
い
で
あ
ろ
う
し、
自
分
の
言
動
の
紛
飾
や
時
に
は
朝
晦
的
な
表
現
が、
意
外
に
さ
ま
ざ
ま
存
在
す
る
事
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
そ
れ
を
考
慮
す
る
に
し
た
所
で、
併
し
二
条
の
男
性
遍
歴
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
る。
即
ち、
後
深
草、
実
兼、
有
明
の
月、
近
衛
大
殿、
亀
山
院、
そ
の
他
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
が、
こ
の
内、
初
め
の
三
人
と
の
間
に
五
人
の
子
を
設
け
た
筈
で
あ
る
け
れ
共、
こ
れ
ら
の
子
を
何
れ
も
簡
単
に
や
り
と
り
し
て、
恰
も
取
引
き
の
具
に
し
て
憚
ら
な
い
所
も、
私
達
の
愕
然
と
す
る
点
で
あ
る。
わ
が
子
へ
の
愛
情
や
人
間
の
絆
に
つ
い
て、
当
時
の
世
相
や
風
潮
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が、
や
は
り
こ
こ
で
も、
二
条
の
倫
理
意
識
を
問
題
と
し
て
良
い
と
思
う。
更
に、
作
者
は
頗
る
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
が
強
く、
自
分
を
と
か
く
悲
劇
の
女
主
人
公
と
し
勝
ち
な
所
が
あ
る。
尤
も、
女
性
に
こ
の
性
質
は
つ
き
も
の
で
あ
る
が、
二
条
は、
美
し
く
高
貴
な
家
柄
の
姫
君
が、
母
に
幼
く
死
別
し、
帝
の
愛
を
受
け
て
学
っ
た
後、
父
に
も
死
な
れ、
運
命
の
ま
ま
に
斯
様
な
愛
の
生
活
を
辿
り、
こ
う
し
て
院
の
最
期
に
殉
じ
た
の
だ
と
の
筋
書
を
思
い
入
れ
を
込
め
て
「
問
は
ず
語
り」
し
た
か
っ
た
為
に、
こ
の
作
品
に
取
り
掛
っ
た
に
違
い
な
い
。
唯
一
っ
、
不
審
で
な
ら
な
い
の
は、
二
条
を
排
斥
し
た
い
東
二
条
院
へ
宛
て
て
後
深
草
院
が
親
書
を
送
り、
二
条
を
弁
護
す
る
所
で、
そ
の
手
紙
の
文
言
を
始
め
か
ら
終
り
迄、
委
細
漏
ら
さ
ず
明
記
し
て
い
る
点
で
あ
る。
こ
れ
は、
信
書
を
秘
匿
す
る
と
い
う
現
代
の
私
達
と
異
な
り、
恐
ら
く
其
の
草
稿
の
段
階
な
ど
で、
祐
筆
の
よ
う
な
司
の
人
か
ら
入
手
し
た
物
か、
又
は
二
条
の
創
作
の
手
が
大
き
く
加
わ
っ
た
物
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が、
二
条
の
自
尊
心
（
裏
返
し
て
言
え
ば、
彼
女
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
）
を、
相
当
に
し
っ
か
り
と
満
足
さ
せ
て
い
て
や
ま
な
い
体
の
文
章
に
な
っ
て
い
る。
0
0
 
次
に、
二
条
の
出
家
と
い
う
重
大
事
に
つ
い
て。
作
品
で
は、
巻
三
と
巻
四
(
5)
 
の
間
の
空
白
の
四
年
間
に
そ
れ
は
敢
行
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る。
今
少
し
厳
密
に
言
う
と、
彼
女
舟
ニ
オ
の
二
月
末
に
関
東
へ
と
下
向
す
る
話
で
巻
四
が
始
ま
る
の
で、
二
条
出
家
は、
私
の
考
え
で
は
其
の
前
年
で
は
な
く、
下
向
の
直
前、
然
も
釈
迦
如
来
が
涅
槃
に
入
る
と
い
う
二
月
十
五
日
の
前
頃
で
あ
ろ
う
(
6)
と
私
は
想
う
の
で
あ
る。
処
で、
私
が
問
題
と
し
た
い
の
は、
当
時
の
人
の
一
生
に
於
て、
か
け
替
え
の
な
い
重
大
な
転
進
で
あ
り、
正
に
住
む
世
界
を
全
く
異
に
す
る
程
大
事
た
る
出
家
に
つ
い
て、
二
条
は
其
の
動
機
や
決
心
を
全
然
語
っ
て
い
な
い
点
で
あ
る。
恐
ら
く
二
条
の
内
心
で、
不
退
転
の
決
断
と
い
う
も
の
が
下
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が、
そ
れ
を
憂
末
も
作
品
に
記
し
て
い
な
い
の
だ。
思
え
ば、
二
条
は
九
オ
の
頃、
西
行
の
修
行
絵
巻
？
を
見
て
い
た
く
感
銘
し
た
よ
う
だ
し、
十
七
才
の
時
に
は、
先
年
生
ん
だ
皇
子
が
夭
折
し、
身
も
消
え
る
程
に
悲
嘆
の
限
り
を
尽
く
し
た
よ
う
で、
こ
れ
ら
の
悲
痛
な
体
験
は、
大
き
く
脱
俗
出
離
へ
と、
彼
女
を
追
い
や
る
過
去
体
験
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し、
そ
れ
以
後、
廿
六
オ
の
秋
に
退
去
さ
せ
ら
れ
る
迄、
二
条
は
華
や
か
で
軽
桃
な
宮
中
で
の
生
活
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る。
そ
れ
以
後
も
北
山
准
后
の
賀
に
は、
大
宮
院
の
呼
出
し
も
あ
っ
て
奉
仕
を
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た。
こ
う
し
て
見
る
と、
皇
子
夭
折
に
人
知
れ
ず
紅
涙
に
む
せ
ん
だ
で
あ
ろ
う
が、
そ
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れ
以
後
の
十
四
年
間
の
間
に、
恐
ら
く
は
対
人
問
題
の
葛
藤
や
生
活
の
不
如
意、
ひ
ど
い
厭
世
観、
そ
し
て
何
よ
り
も
後
深
草
ら
の
愛
の
絶
望
と
い
っ
た
事
が、
決
定
的
に
作
用
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
特
に、
彼
女
三
十
オ
の
三
月
に
は
伏
見
帝
が
即
位、
後
深
草
は
待
望
の
院
政
を
開
始
し、
充
実
し
余
念
の
無
い
様
な
感
じ
の
風
評
の
院
を
聞
き、
つ
き
放
さ
れ
た
よ
う
な
孤
独
感
と
虚
し
さ
が、
二
条
を
責
め
苛
ん
だ
の
で
あ
ろ
う。
い
わ
ば、
全
身
的
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
空
虚
さ
と
寂
蓼
と
で
あ
っ
た。
舟
ニ
オ
と
も
な
っ
た
二
条
は、
や
は
り
身
体
的
に
も
既
に
若
く
は
な
か
っ
た。
右
の
よ
う
な
孤
独
や
絶
望、
そ
し
て
寂
蓼
に
捕
わ
れ
た
二
条
は、
あ
の
父
雅
忠
の
遺
訓
を
思
い
出
し、
悲
し
く
傷
ま
し
い
心
で
出
家
を
決
意
し
実
行
し
た
の
だ
と
思
う。
こ
れ
は、
あ
の
誇
り
高
く
闊
達
で
あ
っ
た
筈
の
二
条
に
は、
到
底
書
き
つ
け
て
他
人
に
示
せ
る
境
地
で
あ
る
訳
が
な
い。
こ
の
為
に、
出
家
の
理
由
や
其
の
顧
末
な
ど
を
一
切
書
か
な
か
っ
た
の
で
あ
り、
決
し
て、
出
家
記
事
の
欠
落
や
意
識
的
削
除、
又
は一
巻
の
脱
落
な
ど
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る。
二
条
に
関
し
て
今―
つ
触
れ
た
い
の
は、
作
品
中
の
意
図
的
構
築
と
い
う
点
で
あ
る。
例
え
ば、
巻
四、
五
の
諸
国
遍
歴
の
所
な
ど、
善
光
寺
参
り
は
虚
構
(
7)
（
8)
 
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ、
足
摺
岬
行
き
も
事
実
で
あ
る
ま
い
と
言
わ
れ
て
い
る。
更
に、
志
村
有
弘
氏
の
論
で、
あ
の
後
深
草
の
霊
柩
を
泣
き
な
が
ら
裸
足
で
追
う
条
り
も、
西
行
の
鳥
羽
院
葬
送
の
場
面
を
思
い
深
か
べ
て
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
う
（
韓
釦
鱈
「
と
は
ず
が
た
り」
所
収）。
西
行
へ
の
傾
倒
を
認
め
る
に
私
も
吝
か
で
は
な
い
が、
私
は
む
し
ろ、
白
千
鳥
と
化
し
た
倭
武
命
の
魂
碗
を、
傷
つ
き
乍
ら、
泣
き
泣
き
追
っ
て
行
く
皇
妃
た
ち
の
話
を
踏
ま
え
て
い
(
9)
 
る
も
の
と
考
え
た
い。
作
者
は
三
十
四
オ
の
二
月
末
？
に
六
年
ぶ
り
に
忘
れ
得
ぬ
後
深
草
に
石
清
水
八
幡
で
遊
返
し、
感
激
に
ひ
た
っ
た
が、
そ
の
後
四
十
九
オ
の
三
月
八
日
に
遊
義
門
院
に
久
々
に
逢
い、
石
段
を
下
り
な
ず
む
門
院
に、
肩
を
踏
台
と
し
て
体
を
投
げ
出
し、
涙
に
く
れ
る
の
も、
こ
れ
又、
石
清
水
八
幡
の
社
頭
な
の
で
あ
る。
言
う
迄
も
な
く、
石
清
水
は
作
者
の
家・
源
氏
の
氏
神
で
あ
り、
こ
の
奇
遇
は
霊
験
あ
ら
た
か
な
石
清
水
の
お
力
に
他
な
ら
ぬ
と
い
う
霊
験
諏
の
意
図
も
な
か
あ
ろ
う。
更
に、
既
に
平
安
朝
以
来、
三
月
中
の
午
の
日
は
石
清
水
八
幡
の
臨
時
大
祭
と
定
ま
っ
て
い
て
賑
わ
う
と
い
わ
れ
て
い
る。
一
方、
後
深
草
の
参
籠
は、
史
実
で
は
四
月
廿
六
日
か
ら
七
日
間
で
あ
る
事
は
疑
い
な
い。
二
条
が
あ
れ
程
に
感
動
し
印
象
深
か
っ
た
院
と
の
再
会
を、
右
の
よ
う
に
大
き
く
誤
る
事
は
あ
り
得
ま
い。
こ
れ
は、
多
分、
石
清
水
の
春
の
臨
時
大
祭
の
直
前
と
い
う
時
期
に、
意
図
的
に
こ
れ
ら
二
つ
の
奇
遇
を
設
定
し、
余
情
豊
か
に
構
築
し
た
話
な
の
で
あ
ろ
う
と
思
う。
後
深
草
は、
前
記
の
通
り
後
嵯
峨
と
大
宮
院
の
間
に
寛
元
元
年
（一
、
二
四
三）
に
生
れ、
嘉
元
二
年
に
六
ニ
オ
で
崩
じ
て
い
る。
こ
の
院
は、
多
く
の
資
料
で
は
生
来
小
柄
で
や
や
短
小
な
体
躯、
貧
弱
な
体
力
の
持
主
で
あ
っ
た
と
い
う。
例
え
ば、
本
書
巻
一
の
粥
杖
事
件
の
所
で、
東
の
御
方
に
後
ろ
か
ら
抱
き
つ
か
れ
「
あ
な
悲
し
や。
人
や
あ
る
人
や
あ
る」
と
言
う
ば
か
り
で、
力
づ
く
で
振
り
ほ
ど
く
事
も
で
き
な
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
条
り
か
ら
も、
明
ら
か
で
あ
ろ
う。
又、
幼
年
時
は
ど
う
も
足
腰
が
し
っ
か
り
と
立
た
ず、
一
種
の
身
体
障
害
が
あ
っ
た
様
だ
が、
建
長
元
年
の
二
月
一
日、
閑
院
内
裏
の
焼
亡
の
折、
火
急
の
災
厄
に
驚
い
て、
俄
か
に
足
腰
が
し
ゃ
ん
と
な
っ
た
旨、
増
鏡
に
は
記
さ
れ
て
い
る。
七
オ
の
時
で
あ
ろ
う。
'
六
オ
年
少
の
弟
亀
山
院
は、
「
御
本
性
い
と
華
や
か
に
か
し
こ
く、
御
オ
な
ど
も
昔
に
恥
ぢ
ず、
何
事
も
と
と
の
ほ
り
て
め
で
た
く
お
は
す」
と
増
鏡
が
言
二、
後
深
草
院
に
つ
い
て
- 5 -
う
通
り、
オ
智
す
ぐ
れ、
闊
達
で
豪
毅、
男
ら
し
い
の
に
比
べ、
一
種
の
ひ
け
め、
或
い
は
劣
等
意
識
の
よ
う
な
物
を
常
に
感
じ
て
い
る
人
で
あ
っ
た
ら
し
い。
そ
れ
が、
あ
の
亀
山
院
へ
過
度
な
程
の
卑
屈
な
姿
で、
二
条
を
お
伽
に
提
供
し
て
し
ま
い、
又、
父
帝
・
母
后
共
に
こ
の
亀
山
院
へ
末
長
く
皇
統
を
と
望
ん
だ
り、
と
い
う
よ
う
な
表
わ
れ
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
光
源
氏
と
兄
朱
雀
院
と
の
間
柄
を、
ふ
と
連
想
さ
せ
る。
政
治
的
な
特
別
な
才
能
も
な
く、
学
オ
・
詩
オ
共
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い。
可
も
な
く
不
可
も
な
い
歴
代
の
帝
王
で
あ
り、
も
し
こ
の
作
品
に
主
人
公
と
し
て
詳
述
さ
れ
な
け
れ
ば、
注
目
も
さ
れ
(
10
)
 
な
か
っ
た
ろ
う
と
の
渡
辺
静
子
氏
の
言
説
に、
私
も
賛
成
す
る。
唯、
詩
の
朗
詠
や
今
様
な
ど
に
は
甚
だ
秀
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る。
尤
も、
政
治
能
力
と
は
言
っ
て
も、
当
時
は
政
治
の
実
権
は
悉
く
鎌
倉
幕
府
の
掌
る
所
で、
地
方
行
政
も
守
護
や
地
頭
に
抑
え
ら
れ
て
い
て、
天
皇
や
院
が
親
政
で
き
る
余
地
は
全
く
無
い
時
代
で
あ
っ
た。
さ
て、
後
深
草
の
二
条
に
対
す
る
あ
り
方
は、
実
に
我
が
侭
勝
手
で
あ
り、
暴
君
的
な
振
舞
い
で、
何
ら
二
条
内
心
の
屈
辱
感
や
悲
し
み
を
考
慮
し
な
い
態
度
に
描
か
れ
る。
尤
も、
二
条
と
初
め
て
契
る
所
で
は、
「
形
は
世
々
に
変
る
と
も、
契
り
は
絶
え
じ。
逢
ひ
見
る
夜
半
は
隔
つ
と
も、
心
の
隔
て
は
あ
ら
じ
」
又、
「
大
納
言
（
雅
忠）
も、
つ
ひ
に
は
よ
も
と
覚
ゆ
る。
い
か
に
も
な
り
な
ば、
い
と
ど
頼
む
方
な
く
な
ら
ん
ず
る
こ
そ。
我
よ
り
他
は
誰
か
あ
は
れ
も
掛
け
ん
と
す
る」
等
と
仰
せ
ら
れ
て、
さ
ま
ざ
ま
愛
を
誓
わ
れ
た
と
書
い
て
い
る。
し
か
し、
こ
れ
ら
は
男
が
使
う
愛
の
常一含＝
語
で
あ
り、
本
当
は
「
我
の
み
育
く
む
べ
き
心
地
せ
し
に、
事
の
違
ひ
も
て
行
き
し
事
も、
げ
に
浅
か
り
け
る
契
り
に
こ
そ」
と
巻
四
に
見
え
る
の
が、
本
音
を
吐
い
た
所
で
あ
ろ
う。
こ
の
よ
う
に
し
て、
院
は
二
条
に
愛
を
誓
い
つ
つ、
他
の
女
性
と
交
わ
る
時
は
極
め
て
享
楽
的
で
類
廃
的
で
あ
り、
そ
の
相
手
の
女
や
二
条
の
「
女
性
の
人
格」
な
ど
は
些
か
も
顧
慮
し
な
い
振
舞
い
で
あ
っ
た。
例
え
ば
「
扇
の
女」
「
さ
さ
が
に
の
女
」
を
同
夜
に
召
し、
前
者
は
院
も
三
年
越
し
の
恋
と
て
盛
装
を
し
て、
二
条
の
手
引
で
契
る
が、
奥
床
し
さ
の
な
い
首
尾
に
全
く
幻
滅
し
た
じ
ゅ
う
院
は、
後
者
を
雨
の
夜
中
待
た
せ
た
事
な
ど
忘
れ
果
て
る。
二
条
の
「
ど
う
さ
れ
ま
す
か
」
と
の
進
言
に
漸
く
思
い
出
し
て
呼
寄
せ
よ
う
と
す
る
が、
一
晩
中、
雨
の
戸
外
で
待
た
さ
れ、
衣
裳
の
染
め
は
雨
の
為
に
下
着
へ
透
り、
黒
髪
は
水
か
ら
上
っ
た
よ
う
で
見
る
影
も
な
い
こ
の
女
の
姿。
さ
す
が
女
も、
「
お
召
し
に
悦
ん
で
参
上
し
た
の
が
愚
か
で
し
た。
も
う、
ど
う
ぞ
帰
ら
せ
て
下
さ
い
」
と
懇
願
を
す
る。
二
条
が
独
断
で
帰
し
て
や
っ
た
後、
出
家
し
た
印
し
の
一
束
の
髪
と
悲
し
い
歌
と
が、
院
に
届
け
ら
れ
た
と。
又、
前
斎
宮
と
契
る
時
も、
二
条
に
手
引
を
強
要
し、
「
私
に
長
年
仕
え
て
来
た
よ
し
み
で、
こ
の
事
を
叶
え
て
く
れ
た
な
ら、
お
前
を
本
当
に
誠
意
が
あ
る
と
思
お
う」
と
言
っ
て
迫
る
我
が
侭
ぶ
り
で
あ
っ
た。
つ
ま
り、
二
条
と
院
の
間
柄
は、
愛
人
と
い
う
の
で
も
な
く、
勿
論
夫
婦
と
い
う
の
で
も
な
く、
絶
対
専
政
の
君
主
と
女
奴
隷
の
よ
う
な
惨
め
な
も
の
で
あ
る。
先
に
詳
述
し
た
如
く、
政
治
的
に
何
ら
実
権
な
く、
全
く
張
合
い
の
な
い
虚
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
院
は、
こ
れ
程
ま
で
に
額
廃
と
官
能
の
生
活
に
耽
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か。
大
宮
院
や
亀
山
院
そ
の
他
と
の
宴
遊
に
よ
る
大
酒
淵
飲
の
泥
酔
ぶ
り
も、
驚
く
程
に
頻
繁
に
こ
の
作
品
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
以
上
に
見
た
通
り、
後
深
草
は
こ
の
作
品
中
に
は、
や
は
り
至
っ
て
類
廃
的
で
あ
り、
（
次
に
見
る
よ
う
に）
倒
錯
し
た
欲
望
の
持
主
で
あ
っ
て、
嫉
妬
深
く
て
内
向
的
に
陰
湿
な
所
の
強
い
人、
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い。
実
際
の
後
深
草
帝
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
知
ら
ぬ
が、
次
の
諸
例
文
を
見
る
な
ら
ば、
右
の
評
は
否
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う。
（
環
豆
踪
鰐
謬
配
戸
認
匹
輯
い
環
き）。
①
実
兼
と
二
条
と
の
密
通
に
気
づ
い
て
い
た
ら
し
く、
折
に
ふ
れ、
二
条
に
も
- 6 -
実
兼
に
も
暗
に
諷
刺
す
る
事
が
た
び
重
な
る。
＠
二
条
と
高
僧
性
助
と
の
秘
密
の
交
渉
を
知
っ
た
院
は、
二
条
に
向
っ
て
執
拗
な
皮
肉
を
言
っ
て
困
ら
す。
◎
二
条
の
母
に
新
枕
を
教
え
ら
れ
た
後
は、
そ
の
女
性
の
恋
人
の
目
を
盗
ん
で
常
に
二
条
の
母
に
通
じ
た
と
語
る。
昏一
条
と
性
助
と
の
秘
密
を
立
聞
き
で
知
っ
て、
そ
れ
を
性
助
に
詳
し
く
告
げ、
性
助
を
随
喜
さ
せ
る。
⑮
近
衛
大
殿
の
望
む
な
り
に
二
条
を
貸
し
て
や
り、
遠
巡
す
る
二
条
を
立
上
ら
せ、
其
の
情
事
を
立
聞
く。
◎
弟
の
亀
山
院
と
二
条
と
院
は
同
室
に
臥
し
て
い
て、
亀
山
院
と
二
条
の
事
を、
泥
酔
し
た
形
で
許
す。
以
上、
逐一
羅
列
す
る
に
堪
え
な
い
類
い
の
事
だ
が、
こ
れ
ら
の
例
を
見
れ
ば、
決
し
て
後
深
草
は
通
常
の、
常
識
や
道
義
観
の
あ
る
姿
で
は
な
く
て、
や
は
り
変
態
的
な、
歪
ん
だ
嗜
虐
的
な
性
格
と
言
う
他
は
な
い。
前
引
の
論
文
で、
渡
辺
氏
は
強
く
そ
れ
を
否
定
さ
れ
た
が、
私
に
は
ど
う
し
て
も、
作
品
の
中
の
後
深
草
院
は、
男
性
的
で
明
朗
で
豪
遅
な
帝
王
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
ぬ
の
で
あ
る。
二
条
が、
真
実、
心
の
奥
底
か
ら
敬
仰
思
慕
で
き
な
か
っ
た
の
は
諾
な
る
か
な
と
考
え
る。
三
、
有
明
の
月
「
有
明
の
月」
の
仮
名
で
呼
ば
れ
る
人
物
が
誰
で
あ
る
か
に
関
し
て
は、
ま
だ
論
議
の
結
着
が
つ
い
た
訳
で
は
な
い。
浄
助
法
親
王
を
充
て
よ
う
と
す
る
玉
井
幸
助
説、
性
助
法
親
王
に
擬
す
る
福
田
秀
一
•
松
本
寧
至
氏
の
説、
開
田
准
后
法
助
で
あ
ろ
う
と
す
る
宮
内
三
二
郎
説
な
ど
が
鼎
立
し
た。
し
か
し、
や
は
り
私
は、
か
の
後
深
草
の
述
懐
の
言
葉、
す
な
わ
ち、
「
い
は
け
な
か
り
し
御
程
よ
り、
か
た
み
に
お
ろ
か
な
ら
ぬ
御
事
に
思
ひ
参
ら
せ
」
と
あ
る
所
か
ら
し
て、
「
私
と
あ
の
方
と
は、
あ
の
方
の
幼
少
年
時
代
か
ら
並
み
大
抵
で
は
な
い
親
身
な
間
柄
と
思
い
申
し
上
げ
て
い
て」
云
々
の
気
持
の
通
り、
院
の
実
弟
の
性
助
法
親
王
を
さ
す
も
の
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
と
思
う。
さ
て、
性
助
は
後
嵯
峨
院
の
第
六
皇
子
と
し
て
宝
治
元
年
（一
、
二
四
七）
に
生
れ
た。
後
深
草
よ
り
四
オ
の
弟
と
い
う
事
に
な
る。
作
品
中、
こ
の
僧
は
愛
染
明
王
そ
の
他、
大
法
秘
法
を
存
分
に
駆
使
す
る
よ
う
に
加
持
祈
疇
す
る
所
か
ら、
真
言
密
教
を
極
め
た
高
僧
で
あ
る
こ
と
は、
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う。
思
う
に、
空
海
が
高
野
山
で
説
い
た
聖
典
「
十
住
心
論」
等
は、
そ
の
奥
義
ま
で
体
得
し
切
っ
た
傑
僧
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。
三
十
六
オ
で
惜
し
ま
れ
て
死
去
し
た
よ
う
で
あ
る。
想
像
だ
が、
後
深
草
と
は
似
て
も
似
つ
か
ず、
い
か
に
も
真
言
宗
の
高
僧
に
あ
り
が
ち
な、
堂
々
た
る
体
格
と、
妖
し
く
人
を
射
る
よ
う
な
嗣
々
た
る
眼
光、
自
信
に
充
ち
た
説
法
話
術
を
持
つ
壮
年
男
子
と
い
う
出
立
ち
の
人
で
あ
っ
た
ろ
う。
二
条
と
知
り
合
っ
た
の
は、
彼
の
廿
八、
九
オ
の
時
と
さ
れ
て
居
り、
六
年
余
り
の
灼
熱
の
恋
で
あ
っ
た。
こ
の
よ
う
な
傑
僧
は、
二
条
に
と
っ
て、
そ
の
出
自
の
高
貴
さ
と、
現
在
の
崇
拝
措
く
事
の
で
き
な
い
法
界
で
の
偉
大
さ、
更
に
後
深
草
に
は
到
底
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
男
性
的
魅
力
と
し
て
映
じ
た
の
で
あ
っ
た。
こ
れ
が、
最
初
の
内
は
格
別
の
愛
情
を
覚
え
ぬ
位
だ
っ
た
性
助
に、
次
第
に
二
条
は
魅
せ
ら
れ
て、
彼
女
の
方
か
ら
進
ん
で
性
助
を
愛
す
る
よ
う
に
な
り、
挙
句、
二
人
の
愛
は
寧
ろ
烈
し
い
情
欲
の
燃
え
上
り
と
な
っ
て
行
き、
目
も
く
ら
む
程
の
熱
愛
と
な
る
が、
突
如、
男
の
急
死
に
よ
り
終
止
符
を
打
た
れ
る
所
以
で
あ
っ
た。
さ
て、
其
の
最
初
の
出
会
い
は、
後
白
河
院
の
八
講
の
折
に
顔
を
合
せ
た
事
と
い
う。
一一
条
は
十
八
オ
だ
が、
亡
き
父
の
事
を
懐
し
げ
に
思
い
出
話
を
す
る
性
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助
に
心
も
和
ら
ぎ、
父
を
想
っ
て
し
ん
み
り
し
て
い
た
が、
俄
か
に
性
助
の
話
は
変
っ
て
二
条
へ
の
切
々
た
る
求
愛
の
意
志
表
示
を、
長
々
と
掻
き
口
説
く。
こ
の
辺
り
は、
性
助
の
一
途
で
ひ
た
む
き
な、
他
人
の
思
惑
な
ど
に
逮
巡
し
な
い
強
引
な
性
格
が
伺
え
る。
二
人
が、
決
定
的
な
関
係
に
落
ち
る
の
は
八
ヶ
月
後、
後
深
草
が
重
い
病
と
な
り、
そ
の
祈
躊
僧
に
選
ば
れ
た
の
が
性
助
で
あ
っ
た。
祈
り
の
為
の
撫
で
物
で
あ
る
形
代
を
持
参
し
た
二
条
に、
突
如
「
泣
く
泣
く
抱
き
つ
き
給
ふ
」
よ
う
な
迫
り
方
で、
辟
易
し
つ
つ
も
二
条
は
彼
の
求
め
に
従
っ
て
し
ま
う。
や
が
て
「
祈
疇
の
時
刻
で
す
」
と
の
従
僧
の
声
に
促
さ
れ
て
秘
法
を
捧
げ
る
が、
終
え
る
や、
二
人
は
又
も
愛
欲
の
淵
に
の
め
り
込
み、
院
の
病
気
を
よ
そ
に、
連
日
た
だ、
狂
お
し
く
愛
し
合
う
の
で
あ
っ
た。
法
の
厳
か
な
世
界
と、
卑
し
い
人
間
の
煩
悩
と
の
不
可
思
議
さ
を、
二
条
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る。
つ
ま
り、
起
き
別
れ
ぬ
る
御
名
残
も
か
た
ほ
な
る
も
の
か
ら、
な
つ
か
し
く
あ
は
れ
と
も
言
ひ
ぬ
べ
き
御
さ
ま
も、
忘
れ
が
た
き
心
地
し
て、
局
に
す
べ
り
て
打
ち
寝
た
る
に、
（
巻
二
）
と
い
う
よ
う
に、
女
心
を
捕
え
ら
れ
て
行
っ
た
の
だ。
こ
の
性
助
と
の
関
係
は
暫
く
途
絶
え
て
い
た
後、
叔
父
隆
顕
の
仲
介
で
逢
っ
た
が、
余
り
に
執
拗
な
性
助
の
情
け
に
厭
気
が
さ
し、
疎
々
し
く
扱
っ
た
後
日、
性
助
か
ら、
八
百
万
の
神
仏
に
起
請
し
て
共
に
魔
道
に
も
赴
か
ん
云
々
と
の
怖
ろ
し
い
呪
い
の
文
が
来
て、
二
条
は
正
に
身
の
毛
も
よ
だ
っ
思
い
が
し
た
と
い
う。
何
十
年
も
の
禁
欲
の
生
活
を
続
け
た
こ
の
高
僧
が、
二
条
の
豊
満
さ
に
目
も
く
ら
み、
耽
溺
し
て
し
ま
う
い
わ
ば
第
一
住
心、
即
ち
異
生
叛
羊
心
の
境
地
へ
と、
急
転
直
下、
ま
ろ
び
落
ち
た
の
で
あ
る。
や
が
て、
二
条
の
廿
一
オ
の
頃、
遊
義
門
院
の
病
悩
加
持
に
院
参
し
た
性
助
に
つ
か
ま
り、
そ
の
喋
々
た
る
口
説
き
を
聞
い
た
時、
そ
れ
を
院
に
逐
一
、
立
聞
き
さ
れ、
今
度
は
院
の
勧
奨
の
下
に
性
助
と
愛
し
合
う
は
め
と
な
り、
二
人
の
愛
は
愈
々
油
を
火
に
注
ぐ
が
如
く
熱
烈
な
も
の
と
な
っ
て
行
く。
こ
こ
に、
良
識
あ
る
人
々
に
は
ど
だ
い
理
解
で
き
ぬ
よ
う
な、
類
廃
し
き
っ
た
宮
廷
社
会
の
性
愛
絵
図
が
あ
る
だ
ろ
う。
こ
う
し
て、
院
の
管
理
の
下
に、
二
人
の
愛
は
命
の
限
り
を
尽
し
て
燃
焼
す
る。
性
助
は、
自
分
の
栄
誉
も
境
遇
も
一
切
を
捨
て
て
も
良
い
か
ら、
二
条
と
山
奥
の
庵
で
昼
も
夜
も
共
に
過
し
た
い
と
さ
え
訴
え
る。
一
方、
院
は
そ
の
秘
密
を
何
と
性
助
に
直
接
語
り、
男
女
の
道
は
不
可
避
で
あ
り
自
然
な
の
だ
と
の
旨
を、
如
何
に
も
広
い
心
の
態
度
の
様
に
語
り、
容
認
す
る。
そ
の
兄
の
理
解
あ
り
げ
な
言
葉
を
聞
い
て、
性
助
が
涙
を
流
し
て
随
喜
し
感
謝
す
る
の
も
奇
妙
だ
が
や
が
て
二
条
は
性
助
の
子
を
妊
む。
そ
れ
を
夢
見
で
知
っ
た
院
は、
わ
ざ
わ
ざ
二
条
に、
或
る
女
人
が
死
産
し
た
の
で、
生
れ
る
性
助
の
子
を
引
渡
す
よ
う、
言
い
つ
け
に
来
る。
二
条
も
こ
れ
に
従
う
事
に
な
る。
二
条
廿
四
オ
の
十
一
月
に
男
児
を
生
む
が、
院
に
直
ち
に
引
取
ら
れ、
同
月
中
旬
に
性
助
が
来
て
契
り、
二
人
は
共
に
一
番
い
の
鴛
鴛
が
懐
ろ
に
入
る
夢
を
見
て、
又
も
性
助
の
子
を
学
っ
た
と
夢
告
げ
あ
り
喜
ぶ
。
し
か
し、
折
柄
の
流
行
病
で
重
態
と
な
っ
た
性
助
は、
あ
っ
け
な
く
同
月
廿
五
日
に
急
死
を
遂
げ
て
し
ま
う。
悲
し
み
に
暮
れ
る
二
条
に、
形
見
と
し
て
性
助
は‘
―
つ
の
玉
筐
に
き
っ
ち
り
と
小
袖
を
敷
き、
そ
こ
へ
砂
金
を
何
十
両
か
填
め
合
わ
せ
て
贈
っ
た
の
で
あ
っ
た。
翌
年
八
月
二
十
日
頃、
性
助
の
忘
れ
形
見
の
男
児
を
生
む
が、
こ
の
子
は
手
元
で
育
て
上
げ
た
い
と
思
う。
以
上
は、
二
条
の
目
を
通
し
て
の
性
助
の
形
象
で
あ
る
が、
史
上
実
在
の
性
助
は
弘
安
五
年
師
走
十
九
日
に
死
ん
で
居
り、
こ
の
作
品
と
は
所
々
差
異
は
あ
る
の
だ
が、
し
か
し、
後
深
草
の
実
弟
に
生
れ、
学
徳
も
験
力
も、
最
高
を
極
め
て
尊
崇
さ
れ
た
人
だ
っ
た
点
は
同
様
で
あ
る。
作
品
で
は、
こ
の
偉
大
な
僧
-8-
こ
の
人
物
が、
太
政
大
臣
ま
で
昇
っ
た
実
兼
で
あ
る
事
は、
動
か
ぬ
所
で
あ
ろ
う。
依
っ
て
こ
こ
で
は、
そ
の
前
提
に
立
っ
て、
人
物
評
論
を
試
み
て
見
た
、
。
先
ず、
史
上
実
在
の
実
兼
は、
か
の
北
山
に
豪
邸
西
園
寺
殿
を
築
い
た
公
経
太
政
大
臣
の
曽
孫
に
当
る。
父
公
相
が
割
合
に
早
く
死
ん
だ
為、
彼
は
廿
一
オ
で
家
督
を
嗣
ぎ、
関
東
申
次
と
い
う
要
職
も
引
継
い
だ。
廿
三
オ
で
権
大
納
言
と
な
り、
伏
見
帝
が
東
宮
の
時、
東
宮
大
夫
に
任
じ
て
い
る。
右
大
将、
内
大
臣
を
経
た
が、
か
の
大
宮
院
拮
子
も
東
二
条
院
も
叔
母
に
当
り、
妹
の
嬉
子
は
亀
山
院
の
后
と
あ
っ
て、
持
明
院
・
大
覚
寺
の
両
統
へ
も
万
全
の
政
治
布
石
を
施
し
て
い
る
一
門
の
棟
梁
で
あ
っ
た。
実
兼
は
又、
自
分
の
長
女
の
永
福
門
院
が
伏
見
帝
の
后
と
な
り、
次
女
の
昭
訓
門
院
（
こ
れ
が
前
述
の
二
条
と
の
娘）
が
亀
山
院
の
后
に
立
ち、
三
女
後
京
極
院
は
後
醍
醐
帝
の
后
と
い
う
よ
う
に、
正
に
完
璧
の
政
治
態
勢
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
て
い
た。
前
述
し
た
通
り、
関
東
申
次
の
実
兼
は、
幕
府
の
威
光
を
背
景
に
し、
宮
廷
で
は
頗
る
幅
を
利
か
せ、
又、
豪
奢
な
北
山
殿
公
経
か
ら
の
財
力
も
物
凄
く
て、
政
治
的
・
経
済
的
に
も
頗
る
恵
ま
れ
た
幸
い
人
で
あ
っ
た。
文
化
的
な
面
に
も
理
解
と
能
力
が
あ
っ
た
ら
し
く、
か
の
玉
葉
集
や
風
雅
集
な
ど
の
勅
撰
集
で
有
名
な
歌
人
を
育
て
上
げ、
自
ら
も
又、
主
要
歌
人
の
一
人
と
し
て
活
躍
四
、
雪
の
曙
が、
壮
年
期
に
及
ん
で
女
色
に
接
し、
煩
悩
の
囚
と
な
り、
正
に
煩
悩
熾
盛
で
意
馬
心
猿
の
堕
獄
僧
と
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る。
と
は
言
え、
愛
欲
の
為
に
ひ
る
は
何
物
を
も
恐
れ
ず
怯
ま
ず、
法
悦
·
悦
惚
の
至
境
を
求
め
て
真
一
文
字
に
直
進
し、
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
こ
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
生
き
方
は
賛
美
さ
れ
て
良
い
か
も
知
れ
ぬ
。
勅
撰
集
に
36
首
も
入
集
し
て
い
る。
し、
玉
葉
集
に
六
二
首
が
採
ら
れ
て
い
る
程
で
あ
る。
政
権
の
面
で
も、
と
か
く
大
覚
寺
統
に
の
み
偏
っ
て
継
承
さ
れ
そ
う
な
帝
位
を、
実
兼
が
鎌
倉
に
交
渉
を
重
ね
て、
後
深
草
院
政
を
も
可
能
に
す
る
よ
う
に
実
現
し
た
功
労
は
大
き
か
こ
。
t
つ
元
享
二
年
（
一
、
三
二
二
）
に
七
四
オ
の
高
齢
で
死
ん
だ
が、
こ
の
よ
う
に、
実
在
の
実
兼
は
政
治
家
と
し
て
の
力
個
が
秀
れ
て
い
た
事
は
勿
論、
中
庸
を
得
た
出
所
進
退
に
よ
り
人
望
も
な
か
な
か
厚
く、
聡
明
で
人
格
豊
か
な
最
高
の
貴
紳
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
唯、
部
下
の
為
兼
が、
歌
オ
を
自
惚
れ
僣
上
の
振
舞
い
が
あ
っ
た
と
し
て、
遠
流
の
厳
刑
に
処
し
た
所
は、
実
兼
の
峻
厳
さ
を
語
る。
で
は、
次
に
作
品
中
に
見
る
実
兼
を
論
じ
よ
う。
彼
は
先
ず、
二
条
の
娘
時
代
の
初
恋
の
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
二
条
の
事
を
父
雅
忠
は、
こ
の
九
オ
年
上
の
名
門
の
好
青
年
に
生
涯
托
そ
う
と
考
え
て
い
た
ふ
し
が
あ
る。
従
っ
て
こ
の
二
人
は
許
婚
者
の
よ
う
な
感
情
を
互
い
に
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か。
も
し、
二
条
が
穏
当
に、
こ
の
西
園
寺
太
政
入
道
の
正
室
と
し
て
納
ま
っ
て
い
た
な
ら
ば、
北
山
准
后
に
は
及
ば
な
い
に
し
て
も、
世
人
の
篤
い
尊
崇
を
集
め
て、
幸
運
な
大
北
の
方
と
し
て
の
一
生
を、
送
っ
た
事
で
あ
ろ
う。
二
条
十
四
オ
の
正
月、
父
と
院
と
の
約
束
に
よ
り、
後
深
草
の
愛
を
受
け
る
が、
そ
の
何
日
前
か
に
実
兼
か
ら、
如
何
に
も
美
麗
で
豪
華
な
衣
裳
が
二
条
に
贈
ら
れ
る。
そ
れ
を、
父
の
質
問
に
困
っ
て
二
条
が、
北
山
后
の
辺
り
よ
り
頂
い
た
：．
．
 と
胡
麻
化
す
所
は、
愛
し
い
実
兼
の
名
を
口
に
で
き
ぬ
含
羞
を
示
す
部
分。
十
五
オ
の
夏
秋
の
頃、
院
の
子
を
懐
妊
す
る
が、
こ
の
時
訪
れ
た
実
兼
が、
亡
き
父
の
追
憶
を
語
る
た
め、
つ
い
口
舌
に
負
け
て
心
ほ
だ
さ
れ、
こ
の
初
恋
の
人
・
実
兼
と
関
係
を
持
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た。
二
条
が
十
六
オ
で
皇
子
を
生
ん
だ
後
も、
実
兼
は
足
繁
く
通
っ
て
来
て、
共
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寝
の
夢
に
扇
と
油
瓶
の
不
思
議
な
告
げ
を
二
人
が
受
け
る。
こ
れ
は、
正
に
懐
妊
の
夢
兆
な
の
で
あ
り、
十
七
オ
の
九
月
に
女
児
を
生
み、
目
の
円
ら
な、
黒
髪
の
可
憐
な
子
で
あ
っ
た
が、
実
兼
が
直
ぐ
連
れ
去
っ
て
し
ま
う
（
止
亭
巳
渾
環
の
点
は
前）
。
述
し
た実
兼
と
の
間
は、
こ
の
後
も
頻
繁
に
続
い
て
い
た
が、
前
記
の
通
り
宮
廷
の
両
皇
統
へ
も、
手
抜
か
り
な
く
娘
を
納
れ
て
い
る
実
兼
は、
性
助
法
親
王
が
宮
中
の
加
持
祈
疇
の
度
毎
に
二
条
と
親
泥
し
始
め
た
事
や、
好
色
の
名
の
高
い
亀
山
院
も、
二
条
を
憎
か
ら
ず
想
っ
て
居
ら
れ
る
ら
し
い
事
な
ど、
逸
早
く
気
づ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。
引
取
っ
た
女
児
が
病
気
に
な
り、
と
か
く
快
癒
し
な
い
の
は、
母
方
に
連
な
る
人
に
障
り
が
あ
る
為
だ、
と
言
わ
れ
て
い
る
と
て、
二
条
に
久
々
に
女
児
と
対
面
さ
せ
る
実
兼
は、
多
分
に
二
条
の
日
常
を
憂
え
て、
親
心
で
以
て
二
条
牽
制
を
計
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。
二
条
も
又、
多
く
の
男
と
枕
を
重
ね
な
が
ら
も、
実
兼
の
事
を
「
ま
こ
と
の
新
枕
と
も
言
ひ
ぬ
べ
き
」
人
と
し
て、
思
慕
し
続
け
て
い
た
の
で
は
あ
っ
た
ら
し
い
。
一
方、
実
兼
も
二
条
へ
は
優
し
い
心
使
い
を
常
に
持
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り、
彼
女
が
宮
中
を
出
奔、
或
る
山
寺
に
隠
れ
て
い
る
の
を
訪
問
し
た
翌
日
は、
多
く
の
尼
僧
た
ち
に
迄、
立
派
な
衣
裳
を
各
々
に
贈
り
与
え
て
喜
ば
れ
た
り、
二
条
の
伏
見
御
所
参
上
に
衣
服
の
調
達
が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
と、
丁
重
で
恥
か
し
く
な
い
一
式
を
調
え
て
く
れ
た
り
す
る
の
で、
心
底
か
ら
二
条
は
感
謝
し
て
い
る。
細
か
く
気
の
つ
く、
優
し
い、
誠
意
の
溢
れ
た
貴
族
と
い
う
実
兼
像
で
あ
り、
源
氏
物
語
の
薫
君
を
想
わ
せ
る
様
に
書
い
て
い
る。
だ
が、
二
条
が
伏
見
御
所
で
亀
山
院
と
関
係
し
た
か
の
時、
随
行
し
て
い
た
一
人
だ
っ
た
実
兼
は
誠
に
む
ご
い
思
い
を
し
た
ろ
う
し、
又、
秘
曲
の
伝
授
を
ロ
実
に
し
て
赴
い
た
夜
も、
二
条
が
老
関
白
と
契
る
事
に
な
る
顧
末
を
知
っ
た
実
兼
は、
ど
の
様
な
思
い
を
し
た
で
あ
ろ
う
か。
次
第
に
二
条
か
ら
疎
々
し
く
な
っ
て
行
く
の
も、
全
く
無
理
は
あ
る
ま
い
。
こ
う
い
う
実
情
で
あ
り
つ
つ
も、
二
条
の
心
が
還
っ
て
来
る
時
も
あ
ろ
う
と、
実
兼
は
秘
か
に
待
ち
続
け
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う。
薫
大
将
の
よ
う
な
形
象
化
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を、
私
は
強
く
感
じ
る
の
で
あ
る
。
院
の
病
が
重
篤
を
知
り、
狼
狽
し
て
頼
っ
て
来
た
二
条
を、
一
旦
は
「
老
禄
し
た
の
か
想
い
出
せ
ぬ
」
と
拒
ん
で
帰
ら
せ、
再
度
の
懇
願
の
時
は、
危
急
の
院
を
拝
顔
で
き
る
よ
う
八
方
手
を
尽
し
て
や
る
実
兼
の
床
し
さ
は、
実
に
感
動
的
で
あ
る。
二
条
の
胸
に、
永
遠
に
抱
き
続
け
た
初
恋
の
人
の
理
想
に
応
わ
し
い
。
実
兼
は、
正
に
オ
・
徳
・
知
を
兼
備
し
た
誠
実
の
人、
宿
徳
の
長
者
と
し
て、
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
こ
こ
に
作
者
の
理
想
的
男
性
の
姿
を
見
得
る
の
で
あ
る。
注
1
成
立
年
代
に
つ
い
て
は、
日
本
古
典
全
書
や
日
本
古
典
集
成
「
と
は
ず
が
た
り」
解
説。
2
拙
稿
「
増
鏡
の
政
治
性
に
つ
い
て
」
（
獨
協
大
学
諸
学
研
究
•
平
成
二
年
十
一
月
発
行。
3
西
沢
正
二
氏
著
「
増
鏡
研
究
序
説」
（
桜
楓
社
刊）
に
詳
細
に
整
理
さ
れ
て
い
る。
4
志
村
有
弘
氏
の
多
く
の
論
文
な
ど
参
照。
「
説
話
文
学
の
構
想
と
伝
承」
所
収。
5
出
家
の
年
時
に
つ
い
て
は、
諸
学
者
も
概
ね
こ
の
年
時
に
一
致
し
て
い
る。
6
新
発
意
の
清
や
か
な
心
で
旅
立
っ
た
で
あ
ろ
う
し、
西
行
の
「
如
月
の
も
ち
月
の
頃」
の
影
薯
も
あ
る
だ
ろ
う。
7
小
口
倫
司
氏
「
二
条
の
善
光
寺
参
詣
に
つ
い
て
」
雑
誌
「
駒
沢
国
文」
昭
和
三
九
年
五
月
号。
8
神
谷
道
倫
氏
「
二
条
の
足
摺
岬
行
に
つ
い
て
」
雑
誌
「
駒
沢
国
文」
昭
和
三
九
年
五
月
号。
9
松
本
寧
至
氏
が
「
中
世
宮
廷
女
性
の
日
記」
の
中
で、
こ
の
考
え
を
示
さ
れ
て
い
る
中
公
）
。
（
新
書
10
渡
辺
静
子
氏「
と
は
ず
が
た
り
に
お
け
る
後
深
草
院」。
廷
戸
加
鱈
国
「
と
は
ず
が
た
り」
所
収
論
文。
（
獨
協
大
学
教
授）
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